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縄文遺跡にかんする疑問（学芸大学附属高校 男子: 東京・中央線沿線在住 から出された疑問です）

国分寺崖線付近に縄文遺跡が多いのは なぜか
少し南に野川がありながら、なぜ離れたところに集落の遺跡があるのか

縄文集落の跡

多摩川

JR中央線

遺跡と湧水（Spring Water & ancient ruins）

野川



Landsat 8
Band-10（熱赤外線）

湧水の分布を抽出する。
湧水は温度変化が少ない。
四季を通じて熱赤外放出の変化が少な
い場所を抽出する。



Landsat 8 のBand 10 のデータを利用し、真夏
に温度の低いエリアを抽出する。
（解析ソフトで、かんたんにできます）



植物が生育しやすいエリアの分布
を抽出する。
（ここでは示さないが、Landsat 8の
Band 5により、光合成の活性が強
いところを抽出）

縄文集落遺跡のある場所と、Band 
10、Band 5 のデーを、
全部かさねると、曲線上に集まって
いることがわかります。

これを、標高データとかさねて、立
体視（3D）の画像にしてみると・・・
（次のスライド）

多摩川

野川



野川

多摩川

縄文時代の集落遺跡（緑の点）が
あったのは、国分寺崖線に沿ったと
ころです。
（崖線とは地殻変動によって地層が
剥き出しになった段差です）

崖線の地層には、往々にして湧水
があります。

野川は、現在はそれなりの川です
が、水量は多くはありません。
いっぽう南にある多摩川は、水量
は豊富ですが、それだけに氾濫し
やすかったと思われます。

国分寺崖線に沿ったところに縄文
時代の集落跡が集中しているの
は、湧水により安定して飲料水を確
保できたうえに、食用植物もあった
のではないでしょうか。
また、植物があれば小動物も集ま
り、食糧には恵まれた環境だったと
思われます。

衛星データを利用すると、こんなことがわかります



衛星データを利用すると、こんなことがわかります

群馬県内には古代東山道の道路遺構があり、現在も発
掘調査が続いています。
古代道路には、水はけ用の巨大な側溝があります。



群馬県太田市の東山道

表層土に覆われたエリアの衛星データを解析すると、うっ
すらと側溝らしきものが見えてきます。



JAXAの地球観測衛星ALOS-2（だいち2）の利用

L-Bandのマイクロ波を飛ばし、側溝からの反射波を
キャッチする研究を、現在すすめています。



７世紀後期の海岸線

難波津
（推定）

住吉津
（すみのえつ）

紀水門
きのみなと

（和歌山市 安原）

恭仁京

Data:ALOS/PRISM,AVNIR-2

玉津島神社
（和歌浦）

これからの計画

京都と奈良の中間、木津川市に
恭仁京がありました。７００年代の半
ばに、わずか３年ほどしか存在しな
かった都です。

その恭仁京の道路遺構を、衛星
データにより抽出しようと考えていま
す。


